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Characteristics of Inattention and Hyperactivity, Perception of General 
Health, and Reading Literacy of Japanese Adolescents: Results from a 




























動性の傾向については、Strengths and Difficulties Questionnaire (SDQ)を用いて評
価し、精神的健康度の評価には General Health Questionnaire (GHQ)-12 を用いた。






ベル、および性別である。p 値が 0.05 未満を統計的に有意とした。解析には SPSS 
Statistics Version 23.0 を使った。 
   
結果 
国語の 3 分野のいずれかを「とても苦手」と感じていた男子の割合は 13.7%
であったのに対し、女子では 8.9%であった。英語の 3 分野のいずれかを「とて
も苦手」と感じていた男子の割合は 24.6%であったのに対し、女子では 22.1%で
あった。いずれの言語についても、読字困難を感じている生徒の割合は女子よ
りも男子が有意に高かった。 
読字困難と関連のある要因について多重ロジスティックモデルによる解析を
行ったところ、いずれの言語についても、不注意の傾向のある生徒、多動性の
傾向のある生徒、精神的健康度の低い生徒で、読字困難を感じている割合が高
かった。国語では、女子よりも男子に読字困難を感じている割合が高かったが、
学年による差はみられなかった。それに対して英語では、学年が上がるにつれ
読字困難を感じる割合が高くなったが性別による差はみられなかった。 
 
考察 
 国語と英語の読字困難と不注意・多動性の傾向との間に有意な関連が見られ
たことから、日本においてもディスレキシアと注意欠如多動症が併存している
可能性が高いと考えられる。英語の読みをとても苦手と感じている中学生は
20%以上と高く、また学年が上がるにつれてとても苦手と感じている生徒の割合
は高くなることから、言語学習の臨界期に対応し、母語である国語と外国語で
ある英語の音韻構造の違いに配慮した英語の教授法の重要性が示唆された。 
